
別紙１ 北広島市

【基本情報】

【事業概要】

【事業の計画・実績】

総合判定 次期総合計画に向けた具体的な方向性 評価区分

前 年 度
2次評価

現状継続 現状継続とする。

「拡大」
「現状継続」
「要検討」
「見直し」
「統　合」
「休止・廃止」
「終　了」

1次評価 現状継続
2023年開業へ向け更なる機運醸成を図るため、官民一体となった取組や市民参画機会
の拡充、また、北海道日本ハムファイターズとの連携による関連事業の推進など、各種
施策との連携による様々な分野への波及効果を生み出していく。

2次評価 現状継続 現状継続とする。

事業推進に向けた機運醸
成活動
周知、啓発による市民理解
の促進
球団及び関係機関との協
議・連携

北広島市ボールパーク推
進期成会へ1,500千円を補
助、市民理解促進イベント
の実施(来場800名)、イベ
ント関連動画の作成、市民
説明会の実施(4回/延155
人参加)、市×球団連携事
業の実施(5校での学校授
業、他7事業)　等

事業推進に向けた機運
醸成活動
周知、啓発による市民理
解の促進
球団及び関係機関との
協議・連携

【評価結果・評価コメント】

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

計画 実績 計画 計画 計画

2 対　　象 市民、その他

3 目的と内容
官民一体となった機運の醸成や市民理解及び市民参画の促進、北海道日本ハムファイターズとの連携による関
連事業の実施などにより、きたひろしま総合運動公園予定地におけるボールパーク構想の実現を推進する。

4 実施内容
　（手　　段）

2
0
1
9
年
度
ま
で

北広島市ボールパーク推進期成会への補助のほか、北広島市PR事業、市民理解促進事業 、市×球団連携事業
を拡充して実施することで、事業の充実を図る。

2
0
2
0
年
度

昨年度同様であるが、北広島市ボールパーク推進期成会への補助を行うほか、北広島市PR事業、市民理解促進
事業、市×球団連携事業についてそれぞれ手法や分野を広げながら実施を図る。

新規継続区分 継続

1 総合計画体系

（第   6  章） にぎわい・活力のあるまち

（第   1  節） 地方創生の推進

（施策   3　） 魅力的なまちの形成

ソフト・ハード区分 ソフト事業 会計区分 一般会計 補助単独区分 補助

事務区分 ■自治事務　□法定受託事務 根拠法令等 -

事務事業開始年度 平成30年度

個別計画等 -〃  終了予定年度

令和2年度 事務事業評価調書（事後評価用）

計画事
業番号

894 事務事業名 ボールパーク構想推進事業 担当部署 ボールパーク推進課 電話 3632



【事業費の推移】

【評価指標】

①

②

③

【評価項目】

法律の義務付けあり 法律の義務付けなし【 法律で実施が義務付けられている事務事業か 】 □ ■

【民間活力の活用性評価】
（事業担当部局が評価）

■ 民間等での実施または市民等との協働が可能である。

□ 民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

経
済
性

・現在の成果を落とさずにコスト(予算・所要時間等)を削減するた
めの方法はありませんか？
  【評点欄】３余地なし、２余地あり、１余地大きい
  【コメント欄】コストを削減するための方策、補助金の減額・削減に
ついて具体的に検討し、検討内容を具体的に記入

3
周知物品等について、継続使用できるものをうまく活用しなが
ら各種事業を展開しコスト削減を図っており、経済性は確保さ
れている。

達
成
度

・計画どおりに成果があがっていますか？
  【評点欄】３あがっている、２どちらかといえばあがっている、
  １あがっていない
  【コメント欄】理由を記入

3
前年度の事業をそれぞれ拡大しながら推進してこれたことで、
成果の高まりを感じている。

成
果
向
上

・成果が現状よりも向上する可能性がありますか？
  【評点欄】３余地なし、２余地あり、１余地大きい
  【コメント欄】成果を向上させるための方策、代替策を記入

2
開業までのフェーズが変化していく中で、取り組むことができる
内容も増えてくると思われる。（ただし、コロナ禍による制約が
増えれば、その限りではない）

チ ェ ッ ク 項 目 評点 コメント

妥
当
性

・税金を使って行うこと（補助すること）が妥当ですか？
・上位の施策への貢献度は大きいですか？
・特定の団体の利益に偏っていませんか？
  【評点欄】３妥当、２どちらかというと妥当、１妥当でない
  【コメント欄】理由を記入

3
ボールパーク構想については、本市のまちづくりに大きく影響
を与えるものであり、行政が主体となって進めていくものであ
る。

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値
成
果
指
標

目標値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

実績値

④ 目標値

実績値

③ 目標値

ｺﾛﾅｳｲﾙｽにより中止

143,106
②シンポジウム参加者数 目標値

人
500 500

2022年度

活
動
指
標

①専用サイト閲覧数 目標値
PV

120,000 120,000

実績値

指　　　　標　　　　名 単位 2019年度 2020年度 2021年度

実績値

総事業費①＋④ 6,490 6,946

 ④ ＝②×③ 3,280 0 3,280 0

人　件　費
(左側：一般、
右側：再任用)

③ 1人当り年間平均人件費 8,200 4,500 8,200 4,500

② 人　数（年間） 0.40 0.00 0.40 0.00

一般財源 1,644 1,991

 ① 合　計 3,210 3,666

0 0

その他特財 0 0

（単位：千円）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

道支出金 0 0

決算額、当初予算額又は推進計画額 3,210 3,666

事
　
　
業
　
　
額

直接事業費

国支出金 1,566 1,675

地方債



【交付先団体等の決算･予算の状況】

％ ％ ％

％ ％ ％

補助・交付金の算出根拠 北広島市ボールパーク構想推進事業交付金交付要綱

 補助・交付金の対象経費 （金額）　（D) 2,196 1,644 1,700

 対象経費に対する補助 または交付金の割合　（Ａ）÷（Ｄ） 91 88 88

 全体支出に対する本市 補助・交付金の割合　（Ａ）÷（Ｃ） 91 88 88

 補助・交付金の対象経費　 （項目）
役務費、需用費、
使用料・賃借料

役務費、需用費、
使用料・賃借料

役務費、需用費、
使用料・賃借料

支　出　合　計 （Ｃ） 2,196 1,644 1,700

繰 越 金 収入（Ｂ）－ 支出（Ｃ） 1 0 0

支　　出

役務費 42 148 103

需用費 1,268 851 578

使用料・賃借料 886 645 1,019

繰越金

収　入　合　計 （Ｂ） 2,197 1,644 1,700

区　　　　分 2018年度 (決算) 2019年度 (決算) 2020年度 (予算) 備 考

（単位：千円）

収　　入

本市補助･交付金の額（Ａ） 2,000 1,444 1,500

事業収入（事業参加料） 197 200 200

 交付先団体等の
 活動目的

北広島市における北海道日本ハムファイターズのボールパーク構想の実現を図るため、官民一体
となってその機運を醸成し、推進する

 交付先団体等の
 活動内容

・ボールパーク構想の実現に向けた市民意識高揚のための啓発活動
・北海道日本ハムファイターズの応援活動

事務局の状況
（2019年度）

□補助団体にある ■市役所にある

補助金等の充当
状況（2019年度）

□運営費のみに充当 ■事業費のみに充当 □運営費・事業費の双方に充当

補助金･交付金名 北広島市ボールパーク構想推進事業交付金

交付先の名称
及び代表者名

北広島市ボールパーク推進期成会 設立年 2018年

 構成員(団体)数 9団体 （2020年3月末現在）

別紙2 付　　　　　表

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書

計画事業番号 894 ＜継続用＞

【交付先団体等の概要】


